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交通管制システムについて
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 交通情報の収集、処理、記録、信号制御及び情報提供を
実施しています。



＜サイクル⾧＞
信号灯が青黄赤と一巡する周期⾧

＜スプリット＞
各現示に割り当てられる青時間の比率

＜オフセット＞
隣接する交差点との青開始時間ずれ
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交通管制システムの高度化:信号制御
 交通管制センターでは、収集された交通情報に応じて、遠隔で信号の
青時間をコントロールしています。

 交通管制センターから遠隔で制御される交差点を「集中制御交差点」
といい重要な交差点を対象に集中制御化が進められています。
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交通管制システムの高度化:交通情報の提供
 情報板
交通管制センターからの遠隔制御により、交通情報を提供しています。
文字、シンボルマーク、図柄等により交通情報を表示します。
表示部全面を可変表示できるものや一部を可変表示するものがあります。

【大型情報板】 【所要時間情報板】
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交通管制システムの高度化:PTPS（公共車両優先
システム）Public Transportation Priority Systems

５

優先信号制御により、バス運行の定時制を確保するなど公共交通機関の
利便性向上を目的としているシステムです。
・導入路線⾧1,000.5 km
・年間排出ガス削減量:636（t-CO2／年）
※UTMS協会・コストパフォーマンス作業部会 令和７年度の試算結果より



交通管制システムの役割

４

 交通渋滞の減少
交通状況に応じて、交通信号を的確にコントロールし、交通情報板や所要時

間情報板等で適切な交通情報を提供するため、交通渋滞や混雑が大幅に減少し
ます。

 交通公害の抑制
渋滞や混雑等に起因する停止回数が少なくなるため、停止・発進時に排出さ

れる排気ガスや騒音が減少し、交通公害の発生を抑制します。

 省エネルギーと環境の保護
走行がスムーズになり目的地までの時間が短縮されるため、ガソリンや軽油

等の燃料の節約やCO2の排出量抑制ができ、省エネルギーや環境保護にも貢献
します。

・集中制御化整備交差点数:72,120（箇所）
・年間排出ガス削減量:1,784,785（t-CO2／年）
※UTMS協会・コストパフォーマンス作業部会
令和７年度の試算結果より



「交通安全施設の効果測定報告書 令和３年２月」（（都市交通プランニング 2015年3月）
より抜粋

（ご参考）交通円滑化による効果
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自動運転の実現に向けた取組
－戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

自動運転の実現に向けた信号情報提供技術等の高度化

クラウド等を活用した信号情報の提供

車載カメラによる
画像認識（車）

信号配信情報
（インフラ）

二重系での確実な信号認識

交通管制センタ 信号情報

信号情報
配信センタ
(事業者等)

集中地域
非集中地域

信号情報集約

競争領域

７

７００ＭＨｚ
帯ＩＴＳ無線
について、制
度改正により、
免許人範囲が
国、 地方公
共団体、事業
者等に拡大

 インフラと車が協調する協調型ITS（運転支援～自動運転）
信号情報を車に提供し、安全で円滑な走行に活用する研究を進めています。

信号情報

信号情報センタ
（仮称）



今後のNOx・PM法に係る制度に対する要望・展望

• 交通管制システム
の高度化

• 協調型ＩＴＳの
推進（運転支援～
自動運転）

交通インフラ

コネックテッドカー

交通の
円滑化

地方自治体
（都道府県警察）

バス事業者
タクシー事業者
物流事業者 等

補助金等の助成

法上の位置付け

ＮＯｘ
ＰＭ
の削減

• 自動車から発生するNOx・PMの削減を図る上で、交通の円
滑化による自動車の走行時間（渋滞）の削減が必要。

• 自動車の電動化等、抜本的な施策により、各自動車からの
NOx・PMの排出削減、さらにはゼロ化を図ることができた
としても、発電等に伴うNOx・PMの発生も考慮する必要が
ある。

• そのため、電力需要の減少にもつながる渋滞削減は、引き
続き一定の重要性を有すると考えられる。 ８


